この 正月 元旦に 大島 上空 を 飛行機で 通過した とき 

(高度 は 三千 メ ー トルぐ らいだった らしい) 内輪 山の 

斜面 を 熔岩が 二 本 半、 黒い 飴ン 棒の ように 垂れて いた 

だけであった。 く すんだ 銀色の 沙漠 はま だ 昔の ままで 

あった。 だいたい 機上から 見下した 山と いう もの は、 

およそ 美しくない ものです。 ただ 無限の ヒダゃ シヮが 

ある だけで、 山の 高度 も 山の 姿 も 存在 しないの です。 

ところが 大島 だけ は、 そうで はない。 黒い 火口が あつ 

て、 内輪 山の 斜面 を 垂れ 下る 二 本 半の 熔岩が あって、 

銀色の 沙漠が それ をと りまい て、 その 周囲に いわゆる 

山が ある わけ だ。 いわば 海の 上 ヘス リバ チを 伏せた よ 



うな ケ— キを おいて、 その上に 白い クリ ー ムを かけて、 

クリ ー ムの 中央へ チョコ レ J ^を かけ、 その チョコ 

レ ー トがニ 本 半 クリ— ムの 上へ 垂れて いるよう に 見え 

た。 火山の 凄味な ど は 全然 感じられない 夢の 国の ォモ 

チヤの ような 美しい ものであった。 

その後、 三月と 四月の 大 爆発で 広い 沙漠の 半分 を熔 

岩が うめて しまった という。 昔の 大島を 御存知の 方 は 

お分りで あろうが、 あの 沙漠 を 熔岩が うめて しまう と 

いうの は 大変な ことです よ。 御神火 茶屋まで 登つ て も、 

さて それから 沙漠 を 横断して 内輪 山の 火口壁まで 行く 

のが 大変 だ。 砂 だから 歩 きづら いという こと も あるが、 



この 前に 三 原 山が 海岸まで 押し流した 熔岩 は 天 和 四 

年から 元禄 三年の 七 年間に わたる 噴出に よるの だそう 

で、 二百 六十 年 ほど 昔の こと だ。 安永 三年 (西暦 一七 

七 四 年) に 今まで 沙漠の 中に、 内輪 山よりに 残って い 

た 熔岩 を だ したの だそう だ。 

すると、 安永 以前から 沙漠が あって、 安永の 噴火に 

は 沙漠の ちょ ッと 一 部分に、 熔岩が 流れで た 程度で 

あつたが、 今度の は そっくり 沙漠 を 覆い 尚 流出の 勢い 

であり、 元禄 以来 二百 六十 年ぶりと いう 大 爆発ら しい 

や。 今のところ、 泉津 側と 波 浮 側に 沙漠が 残って いる 

が、 これ 以上 熔岩が たまる と、 映画 屋が 沙漠の ロケ— 



とにかく、 おかげ 様で 浅 間 山の パク ハツ 瞬間と いう 

もの を 我々 も 見物 させて いただいた わけです。 あれ も 

黒煙 天に 冲 しました ね。 浅 間 山の パク ハツ はま さに 黒 

煙 天に 冲 するとい う 性質の もの だそう です。 

ところが、 三 原 山 はそう ではない そうです。 火山弾 

を 打ち あげる だけで、 ほとんど 黒煙 を ともなわない。 

熔岩に 粘性が 少 いと 噴煙がない の だそう で、 富士山な 

どもそう いう 性質の 山 だそう だ。 しかし 黒煙 モウ モウ 

たると きも あるが、 それ は 火口 内の 壁が くずれた 時に 

煙が でる ので はない かと 一 応 見られて いるの だそう だ。 

富士山の 宝 永 四 年 (西暦 一 七 〇 七 年) 十 一 月 一 一十三 



ク ハツ ごとに 熔岩で ふくれあがり、 今では 昔の 火口が 

熔岩で いっぱい になって 熔岩の 湖と なり、 その 湖上に 

さらに 熔岩が もりあが つ て 山 をき ずいた のが 新 火口で 

ある。 三 原 山の 最高 所 は 波 浮よりの 外輪山の 剣 ガ峯と 

いう 七 五 五来のと ころ だが、 新 火口 は 現在に 於て それ 

とほ ぼ 同じ 高さの 山 (コ 二— デ という そうだ) をな し 

て いるそう だ。 

その 新 火口の テツ ペンから、 パク ハツに つれて 熔岩 

が モロ モロ わきだす のだろう と 思う と、 さに あらず だ 

そうだね。 もっと 下の 横ッ チヨに、 山の 腹 を やぶって 

熔岩 を ふきだす 孔が あるの だそう だ。 今 は 一 一 ッ ある。 



先日まで は三ッ 現れた 時 も あるそう だ。 その 白い 閃光 

を 放つ 口から 音 もな く 熔岩が でる の だそう だね。 薄 気 

味わる い 話さ。 なんしろ 地底から 火の玉 を 噴いたり、 

火の 川が モロ モロと 音 もな く 流れで てく る 騒ぎで ある 

から、 天地と 共に 変り ある ことなし、 など、 子孫に 訓 

辞 を たれて いられない。 測候所の 技術者が 山へ 観測に 

でかけて、 新 火山 を 写真に 撮して きた。 現像して みる 

と 新 火山の 横ッ チヨに (まァ 山の ノ ドク ビ、 あるいは 

ハナ や 口 ぐら い の 高さ のと ころ) 孔が でき てるのです 

よ。 相当 大きな 凹みで、 火山のへ ソ のよう な 妙に ハツ 

キリした もの だが、 撮影した 人 は 肉眼の 観測で は それ 



て は 妙です な」 

と 素人が 伺い を 立てる と、 学者 方 は、 アツ ハツ ハ、 

とお 笑いになる。 それ 以上 は 仰 有らん な。 科学 は 怪談 

をよ せっけない。 しかし、 山 そのものが 火の 流れで 

あった リ、 カルメの ように ふくらみつつ ある 怪物 だか 

ら、 こういう 妙テコ リンな へ ソが できたり なくなった 

りする ような ことが チヨ ィ/ \ あっても、 素人 は 一向 

にお どろき ません や。 

「この 山の 底は大 いなる 空洞であろう。 それ は 確実な 

事で ある。 そして その 大 いなる 空洞が いつ 凹む か。 そ 

れは気 掛リな ことで ある」 



した。 そこへ スキ— 回転競技 式の 曲線 型に レ— ル をし 

いて ォモ チヤの 自動車に お 客 をの ッ けて アツと いう ま 

にす ベり 降りる 仕掛けが あった。 私 も それ を 用いて 降 

りた ことがあ つたが、 あんまり、 よその 大人 は そのよ 

うな 降り 方に 愛着がない らしく、 ス ベリ 台で 間 伏の 方 

へ 降りよう という ヒマ 人の 姿 を 見かけなかった もの さ _ 

物好きの アベ ック でも やらん と いう 実に 色気の ない も 

のだった ね。 いまや 往昔 私の ような バカ モノ を 滑り 降 

した 代りに、 この 不毛の 砂丘へ 熔岩 を 落下 させようと 

いう 計略 だそう だ。 熔岩 はまん まと 計略に かかって 定 

めの 通路 を 落ちる だろうと いう 予定 だね。 十 年 前の 私 



働いて る 十六 七の 娘た ち は 眼下に せまる 熔岩 を 見下し 

ながら、 熔岩が そこまで 迫って きた 時 は、 ちょ ッと熱 

かった が 面白くて たのしかった などと 言って いたね。 

全島 を あげて 山上へ 見物に あつまり、 かけがえのない 

自分の 島の 大 噴火に 老い も 若き もゥッ トリした らしい 

な。 

本日 (五月 一 一十三 日) 午後 一時 二十 一 分、 遠雷の よ 

うな パク ハツ 音が きこえる。 約 三十 分に わたって、 断 

続す る。 私 はいきな り ペン を 投げ だして、 洋服 をき て、 

旅支度 を はじめる。 大 島の パク ハツに 相違ない。 伊東 

は 川奈の 岬が 突き だして 視界 を さえぎ つ ている から、 



て 網に はさまれ、 あわや 大事に 及ぶ ところで ありまし 

た。 この ポンポン 船で も 定期船と そう 違わぬ 速力で 大 

島へ 行く ことができる。 そのかわり、 散々 海水 を 浴び 

なければ ならない。 そのために レイン コー トを 着て 家 

をと び 出そうと している ところへ、 大 島に 於て はバク 

ハツ は 感じて いない そうです と古屋 主人の 落ちついた 

電話でした。 

* 

東京から 七 時間、 一ね むりのう ちに。 伊東から は 二 



時間、 橘 丸 だと 一時間 半で カン タンに 行く ことので き 

る大 島が、 風俗 習慣が ガラリ と 変って いると いうの が 

珍しい。 内地 を 一昼夜 特急で 走っても、 これほど 風習 

の 差の あると ころ はめった に 見られない。 

この 変った 風習の モトに ついて 多少と も 解説で きれ 

ばと 思った が、 私の 調べた ところで はとても 見当が つ 

ゝ 、 o 

力な V 

富士山 麓 は 三 島の 宿の 三 島 明 神 は 東海道で は 熱 田 神 

宫 につぐ 大社で ぁリ、 熱 田が 皇神 であるに くらべて、 

ことしろ ぬし 

これ は 事 代 主 (また 古からの 別 説で は大 ャマズ ミノ ミ 

コト ともいう) を祀 つた 日本 土着の 大 親分が 祭神な の 



である。 

大昔に 神様の 一 族が 三 宅 島へ きて 伊予の 三 島 神社 を 

勧 請した の を、 さらに 伊豆の 白浜 を 経て 三 島 へ 勧 請し 

たもの だとい う。 途中に 立 寄った 白浜 は 今の 白浜 明 神 

がそれ だとい うこと だ。 これが 三 島 神社の 古伝 だそう 

である。 

伊予の 三 島 神社と いうの は 瀬戸内海の 大三島 (ォ— 

ミシ マ) の 三 島 神社であろう。 この 祭神 は大ャ マズミ 

で 三 島 神社の 古伝と 合って いる。 延喜式 神祗卷 では 伊 

豆の 三 島 神社、 白浜の 伊古 奈比沾 命 神社、 ともに 名 神 

社で あり 奈良朝 時代から 朝廷の 封 戸 をう けたと いうか 



行者が 流 島に なった という 伝説が 一 番 古いの だろう。 

もっとも 先住民族の 遺跡 は ある。 野 増 村で は 熔岩の 下 

から 人骨と 緦紋 土器と 石 ウスと ャジリ などが 出た とい 

う。 波 浮 中学校の 坂 口 校長 先生 (偶然 私と 同姓) の 話 

によると、 元 村に 現存す る 藤 井 氏 (赤門と いうね) が 

中世の 移住で、 相当の 格式 を もち、 コ— ドの ャブ とい 

ぅ祖 神を祀 つて 神官 をつ とめ、 支配的な 位置に ついて 

さし さじ 

いたと いう。 しかし、 差 木地と 泉 津には それ 以前から 

の 先住民が いたらし い。 その 先住民の 移住の 経路 や 時 

代 は 分らない が、 三 宅 島が 奈良朝 以前なら、 これ も そ 

れ と同じようにみ てよ かろう。 こういう こと は、 どう 
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